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■災害時の危機対応能力の高いまちづくりに資する事業
　各公民館を単位とした地区防災計画策定の取組を推進
するほか、災害時の情報伝達手段の多様化を図るため、
防災行政無線の設計に取り組みます。また、国土強靭化
地域計画を完成させ、シンポジウムを開催するとともに、
防災アドバイザーを活用し、住民等の理解と自助・共助
意識の高揚を図ります。そのほか、今年度完成予定のハ
ザードブックの多言語化や感震ブレーカーの設置補助を
行います。
■健康寿命を伸ばし、生涯現役のまちづくりに資する事業
　昨年度発足した健康寿命延伸プラットフォームの事業
を推進するため、４つの専門委員会での調査・研究を継
続して行うとともに、シンポジウムを開催し、その成果
等を市民へ情報発信するほか、さらに市民意識調査や健
康ウォーキング教室を実施し、健康づくりや健康寿命の
延伸に取り組みます。また、農業担い手育成支援金を継
続し、定年後の就農を引き続き支援します。
■個性にあった教育と、仕事が見つかるまちづくりに資する事業
　地域の教育力を学校運営に生かす「コミュニティ・ス
クール」（学校運営協議会制度）を２校に拡大し、地域
とともにある学校づくりを進めます。また、向井千秋記
念子ども科学館 ROCKET 事業や子どもの学習支援事業
を引き続き実施するほか、就労支援事業において、就労
機関等と連携し、障がい者雇用を積極的に取り組んでい
る先進的企業を視察するなど、障がい者・発達障がい者
の個性にあった職場環境づくりを推進します。
■館林の観光・食・農産物のブランド力の向上に資する事業
　たてばやし商業支援事業において、エリア価値を高め
るまちづくりを推進するため、引き続きリノベーション
スクールを開催するほか、新たに「百年小麦」「百年饂飩」
「たてばやしラーメン」などのたてばやしグルメのブラ
ンド化に努めます。また、平成 32年（令和 2年）4月

予 算 特 別 委 員 会

歳　　　入 歳　　　出
項　目 予算額（千円） 構成比（%） 項　目 予算額（千円） 構成比（%）
市 税 11,539,210 40.6 総 務 費 2,231,376 7.9
地方交付税 2,070,000 7.3 民 生 費 9,176,774 32.3
国庫支出金 3,151,864 11.1 衛 生 費 3,941,572 13.9
県支出金 2,740,676 9.6 商 工 費 1,517,593 5.4
繰 入 金 1,869,667 6.6 土 木 費 3,786,239 13.3
諸 収 入 1,727,863 6.1 教 育 費 3,729,897 13.1
市 債 2,361,900 8.3 公 債 費 2,256,039 7.9
そ の 他 2,953,820 10.4 そ の 他 1,775,510 6.2
計 28,415,000 100.0 計 28,415,000 100.0

平成31年度　一般会計予算

会　計　別 予算額（千円）
国民健康保険特別会計 8,315,739
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,696,358
農業集落排水事業特別会計 47,761
介 護 保 険 特 別 会 計 6,747,826
後期高齢者医療特別会計 891,236

平成31年度　特別会計予算

市長の提案説明による主要な施策

３月４日の本会議において、予算審査の重要性にかんがみ、議員全員による予算特別委員会を設置。平成31年度一般
会計予算をはじめ、５つの特別会計予算が付託され、11日、12日、14 日の３日間にわたり審査が行われました。
審査の結果は、一般会計及び国民健康保険特別会計は賛成多数で、下水道事業、農業集落排水事業、介護保険及び
後期高齢者医療特別会計は全員一致をもって、それぞれ原案のとおり可決すべきものと議決されました。

から 6月に開催される群馬デスティネーションキャン
ペーンに合わせ、観光総合パンフレットを作成するほか、
SNS を活用した事業に取り組み、本市の観光情報を発
信し交流人口の増加を図ります。さらに、日本遺産の登
録に向け沼辺文化推進事業を展開し、「里沼」を活かし
た体感型の事業を実施するほか、旧秋元別邸の廊下や段
差をバリアフリー化し沼辺文化の拠点化を図るなど、本
市の魅力向上やシビックプライドの醸成につなげる新し
いまちづくり事業に取り組みます。
■人口減少時代に対応した持続可能なまちづくりに資する事業
　移住定住促進通勤支援金を継続して実施するほか、新
たにわくわく地方生活実現支援金を交付し、東京圏から
本市への移住・定住を促進します。さらに、市有地の有
効活用を図り、定住人口の増加を推進するため、市有地
を購入した移住・定住者に、市有地活用移住定住支援
金を交付します。そのほか、農業分野においては、スマ
ート農業推進プロジェクト事業を実施し、情報通信技術
（ICT）を活用して農業の実証分析を行い、効率化、軽
労働化、品質安定などを可能とする魅力ある農業を推進
するほか、新技術導入事業費補助金や地域農業振興就学
支援金を継続するなど、持続可能な農業に引き続き取り
組みます。
　このほかとしまして、特定外来生物、クビアカツヤカ
ミキリによる桜への被害拡大を防止するため、「クビア
カツヤカミキリ撲滅館林プロジェクト」を実施し、市民
と協働して被害撲滅を目指し対策の強化を図ります。さ
らに、中央通り線や館林駅東口駅前広場、第十小学校、
第四中学校、三野谷公民館など公共施設や社会資本の整
備を行うほか、総合福祉センターに子どもの総合相談窓
口を開設し、地域で子どもを支える仕組みづくりを推進
するなど、医療や福祉、環境などの様々な課題に対処し、
市民生活をサポートしていきます。

一般会計予算は
総額２８４億１５００万円


